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指
述
、
と
内
定
L
に
険
公
法
人
の
川
断
を
そ
一
り
ま
ま
認
め
、
株
ム
丁
斉
午
ー
を
、
」
ら
位
、
F
J
に
公
的
資
金
J
Vと

注
入
し
た
こ
い
＼
そ
の
杭
京
〆
｝
干
し
℃
株
怖
の
急
斗
復
を
も
た
ら
し
た
こ
2
で
あ
る
。
第
九
に
、

U
F
ー
に
つ
い
て
も
、
下
川
公
法
人
に
汁

［
て
一
あ
る
品
川
融
関
f

川市有一

JE柏
ん
つ
ど
ビ
カ
を
か
け
に
こ
と
で
↓
ぬ
る
C

M
市
T

ヘに、

U
E
j
に
刑
事
行
交
の
可
能
性
一
乞
ち
ら
つ
か
せ
る
こ

-c 
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r日

と
で
、
れ
l

営
陣
の
人
唱
に
介
入
、
）
た
り
、

一
安
東
京
、
と
の
計
訟
法
台
に
追
い
込
ん
で
い
っ
た
り
、
三
人
と
と
、
し
か
し
な
が
、
コ
実
際
い
は
、

大
斗
取
引
け
也
の
処
却
と
金
融
、
ン
ス
ア
山
幻
r
久
々
弘
を
濠
先

L
一1
1

川
市
下
μ
一汀千
u
を
な
か
な
か
実
行
1

ど
な
か
っ
ナ
ー
と
と
で
あ
る
」

J、
円問

、三つ
J
L
↑
人
」
、
こ
が
、
結
果
的
に
、
山
な
ん
阿
佐
燃
や
念
総
危
僚
を
引
き
起
、
」
ず
」
乙
な
く
、

T
h

良
債
権
処
注
の
戸
減
「
円
陣
慨
を
実
羽
す
る
の

に
パ
き
く
五
ト
勺
こ
に
こ
と
は
、
、
｝
れ
ま
で
の
＋
杭
丹
市
民
か
ら
川
ら
か
で
あ
ろ
う
。

L
か
じ
、
ょ
う
し
丈
こ
ζ

は
、
ふ
ア
来
、

し
V
1
1
h
v
v

j

）
l
l
 

終
つ
く
手
法
院
院
視
行
政
乙

γつ
〈
小
限
庁
の
い

B

ク
メ
乙
は
矛
情
一
o
J
Q
は
「
で
あ
る
。

ζ

り
わ
け
問
題
だ
こ
黒
や
れ
る
の
は
、
険
公
法
人
に
正

h
H
F
J
n
J
行
、
口
ら
の
己
に
出
う
よ
h

つ
な
決
片
を
山
守
七
一
二
レ
る
一
一
と
で
丸
る
。

も
お
う
ん
竹
巾
乞
係
認
す
る

υ
日
引
か
ら
は
、
川
内
支
ば
、

huリ
ノ
モ
ん
え
り
場
合
、
り
そ
な
や
金
融
け
の
山
口
僚
に
よ
句
、
伊
川
ん
H
法
人
の
蛍
叫
が

覆
さ
れ
る
心
主
効
い
だ
の
で
め
っ
て
、
監
査
法
人
の
独
！
げ
性
古
一
j
る
よ
め
に
は
ヮ
ヶ
れ
が
必
史
で
み
う
た
と
王
張
さ
れ
る
で
め
〈
ご
っ

υ

し
か
し
な
が
ら
、
と
れ
い
ど
℃
」
に
つ
い
て
は
山
民
兵
一
川
炉
、

ly、
律
事
件
L

院
し
て
王
様
し
た
こ
J
、
す
な
わ
ち
、
ー
へ
審
院
長
の
町
山
い
ぜ

議
日
戸
政
府
の
介
人
に
い
川
し

2
い
主
、
他
心
裁
判
J
U
J
Uム
批
判
刊
し

と
汗
制
さ
れ
る
け
れ
と
も

般
的
に
は
、
そ
り
と
と
が
一
凶
出
の
何
日
立
牲
を
守
っ
た

こ
れ
は
個
々
の
裁
判
ロ
の
治
立
性
ピ
授
す
し
た

E
」
に
な
る
と
持
摘
し
さ
」
J
と
凶
M
仰
の
、
一
と
が
、
出
恒
い
同
判

山
ハ
ー
ド
に
し

で
き
る
で
あ
？
っ
す
な
れ
ち

R
Mは
、
銀
行
自
主
似
庁
の
官
僚
（
関
係
者
）
か
ら
区
春
法
人
の
数
？
リ
性
主
寸
る
と
し
P

コ
乞
戸
で
、
主

ぶ
一
寸
法
人
の
決
ど
に
介
入

v

て
レ
る
の
で
あ
る
、
洲
夫
ば
、

り
そ
ん
d

の
場
合
、
繰
ゎ
延
べ
税
主
資
産
を
同
年
分
山
上
認
め
て
、
り
子
な
へ

の
公
的
資
会
、
記
入
を
不
一
口
一
誌
に
し
に
場
ム
い
に
は
将
山
末
、
主
任
を
問
わ
れ
る
汚
れ
が
あ
る
／
一
、
ー
あ
る
八
、
限
関
係
者
が
釘
を
刺
し
て

い
る

J

新
ド
本
巴
交
法
人
は
泣
d
性
人
乞
持
ヮ
て
は
い
な
か
コ
た

J

そ
し
て
こ
の

f
と
に
一
で
り

つ
戸
、
l
d
v

v
そ
ご
fv

つ

主

竹

1
宇

1
リ

こ

ま

f
4メ
7

v

つ
い
て
は
、
株
責
任
を
同
ム
υ
仕
い
形
で
の
公
的
資
金
、
け
人
刀
必
現
さ
れ
に

u
U
F
I
の
場
合
？
、
旬
、

あ
る
ふ
γ
限
法
係
者
」
が

U
F
J

を
氾
i

叫
！
？
L

て
い
ゆ
人
中
県
青
山
叫
世
間
公
法
人
汁
lu川
L
亡
、
批
判
市
立
駅
伝
を
r
七
っ
す
7
釘
を
利
じ
た
と
い
う
ハ

り
世
「
｝
白
に
竹
中
は
、
院
査
J
一人

ロ
巾
A
Y
J

L
jー

レ
有
名
刊
の
下
、
結
削
市
中
J
P
L

ぽ
白
ら
ん
ら
立
に
治
J

た
拾
北
町
桁
行
う
よ
う
に

「
お
そ
ら
く
Z

し
れ
は
、
客
引
前
に
は
て

l取人法学l日 f：出； o4 [2iJCS.弓、



I
3
週
切
な
巴
工
作
で
あ
っ
た
と
出
わ
れ
る
が
）
、
足
r
合
法
人
に
圧
力
を
か
け
て
し
た
こ
と
に
な
る
一

九
一
場
泊
中
攻
士
日
式
石
と
あ
り
「
コ
ン
ヴ
プ
｛
ア
ン
ス
に
悩
I

J

い
と
う
ず
さ
れ
る
ご
と
の
多
い
竹
引
が
、
な
ご
、
こ
の
よ
う
な
「
札

的
な
対
応
を
乙
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

、
竹
中
の
行
政
県
却
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
、

τ）
に
す
る
。

竹
中
全
臥
担
当
2
八
立
の
行
助
国
中
攻

般
に
政
治
家
は
、

政
治
形
成
に
際
し
で
は
、
つ
ら
一
け
政
治
的
な
j
的
を
保
光
さ
い
r
る
之
氏
、

員
性
を
欠
ー
、
た
絞
会
、
土
呉
川
和

見、
rfセ
）
的
な
材
中
一
と
り
が
と
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
対
孜
緊
針
決
貯
木
か
計
前
の
支
持
主
得
て
い
る
吋
に
は
、
対
川
ソ
一
緊
以
州
政
策
す
滋
め

る
も

c
c、
Z
I
－
－
れ
に
よ
れ

J

景
気
が
悪
化
し
、
千
三
の
こ
と
へ
の
不
慌
が
高
三
、
れ
ば
、
材
以
拡
扶
読
者
に
松
町
立
。

J

る
と
レ
ろ
共
八
月

υι
で
丸
る
〈

そ
れ
に
対
し
て
経
治
九
日
f
Rは
一
般
に

政
策
の
形
成
に
掠
わ
っ
た
ぬ
今
に
は

口
ら
が
信
帯
す
る
学
説
理
誌
に
正
実
で
あ
る
た
め

ー
ら
の
逝
識
か
ら
げ
専
か
れ
る
政
策
が
お
実
に
は
不
叫
ん
μ
な
よ
う
に
見
え
て
も
、

店
迷
で
原
埋
正
義
的
寸
作
品
川
付
ih
を
と
り
が
ち
だ
と
よ
ア
J

え
ら
れ

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

る
し
う
イ
ノ
ン
ア
ン
は
財
政
赤
字
が
深
刻
仕
し
て

b
、
小
川
氏
に
之
れ
ば
財
政
I
込
山
仰
の
拡
T

人
か
求
め
る
で
あ
ろ
う
し
、

1

小
与
な
政
府

（

U
C
U
卒
者
は
、
財
政
間
決
桁
の
計
来
、
ロ
μ
気い
Uv
布
品
化
い
て
弘
ふ
れ
を
認
め
子
、
さ
、
り
な
る
緊
縮
政
策
J
V一
求
め
る
知
山
に
あ
る
す

と
こ
ろ
が
政
治
家
の
柳
川
品
は
、

政
界
つ
創
出
国
立
、
公
的
資
会
の
技
人
を
求
め
る
？
戸
が
比
例
的
で
あ
ハ
去
に
も
か
し
m’
わ
ら
ず
、
エ
れ
ピ

長
代
何
ま
で
反
社
す
る
と
い
う
一
岨
叩
店
長
世
J
恰
止
を
と
ブ
7

一一

Z
」
山

方
で
倍
以
学
告
の
れ
コ
は
、
迅
速
な
不
H
N
債
権
処
思
の
た
め
い
は
仰
で

も
あ
り
の
柔
軟
な
姿
勢
で
金
限
行
政
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
の
逆
説
は
、

い
か
に
し
て
牛
ー
に
一
の
で
あ
λ
う
か
〉

仰
津
に
つ
い
て
は
、
「
政
宗
通
ニ
ー
て

E

は
し
だ
り
場
を
と
る
ご
と
が
、
彼
の
政
治
的
な
日
的
で
あ
る
冗
刊
で
の
影
響
心
の
世
大

に
つ
は
か
る
こ
を
乞
す
セ
に
設
問
し
た

U

そ
し
て
竹
中
に
つ
い

J
叶
ド
レ
ノ
＼
、

日
制
比
似
の
似
体
ヘ
ヱ
ー
こ
い
う
ヨ
治
会
一
追
求

L
て
い

に
と
似
占
必
ず
る
「
と
で
、
そ
の
行
動
を
一
説
明
す
る
ご
乙
小
で
き
る

U

通
常
、
＋
rd布即日一

レ
わ
ぬ
一
ノ
る
以
前
人

の
ム
人
巨
に
は

の
川
町
怜
b
l

持
ち
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ソ
プ
乞
煤
仇
さ
れ
る
の

（！メ人比主手、 cs'1 o引出 c2C08.S ] 



r日

さ
は
h
a
く
行
政
の
守
門
家
と
、

J

て
、
大
巨
の
戦
此

M4
つ
つ
が
な
く
ミ
作
品
「
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ケ

p

へ
と
、
内
問
の
イ
メ
ー
J

ア
ヅ
ツ

コ
こ
〉

O
J
l
g
f
 

た
ん
な
る
お
飾
り
こ
3

〆
て
起
附
さ
れ
る
’
ケ
ヲ
ス
が
あ
る

川
」
の
民
明
白
身
大
1

」
に
は
政
治
的
町
心
は

い
ず
れ
の
場
合
も

J、
円問

な
く
、
内
閣
の
方
川
討
に
／
他
い
、

U
ビ
υ

省
庁
の
宵
僚
の
志
向
に
込
山
う
形
で
、
人
過
仕
く
執
務
を
均
一
ノ
仁
ず
る
の
が
普
通
℃
あ
る

と
い
了
勺
が

pυ中
の
場
合
、

アレ
γ

な
ど
で
も
一
出
同
伴
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
対
毎
日
J

山1
口
構
と
い
う
役
割
も
担
っ
て

ρ
ー一
γ
d
u
f
J
心
、
政

策
の
専
門
家
、
、
し
て
、
経
済
政
策
に
は
そ
れ
ほ
こ
先
誌
も
誠
心
も
な
い
小
説
か
ら
、
士
り
大
き
な
権
限
を
正
、
予
れ
て
い
に
u

N

肝
出
財
政

諮
問
尖
止
一
ヱ
杭
折
FJる
経
済
対
d
M
孜
策
担
巾
！
大
立
と
し
て
、

マ
ク
ロ
経
治
政
策
の
い
礼
質
的
な
決
定
者
2
し
と
の
役
割
を
担
う
い
一
と
伊
求

tu
ら
守
れ
た
り
で
為
る

F

ふ
じ
て
す
中
自
身
、
こ

で
の
J

パ
間
心
身
心
人
巳
と
は
呉
ほ
り
、
よ
h
、
土
私
的
に
山
川
策
を
策

U
Fる
役
割
を
甘
ん
で
い
た
わ
け
つ
中

は
、
ア
メ
リ
カ
に
皆
件
j

し
た
際
、
～
弘
行
叫
何
学
者
が
宍
れ
の
山
九
日
ポ
形
成
L

参
と
J

し
に
い
る
安
を
け
川
て
、

日
本
心
政
治
決
定
プ
門
一
ゼ
ス
に

済
J
f者
が
川
内
ιJし

な
〉
て
い
る
号
、
ぇ
方
や
怖
い
一
H
2
7
4
ど
政
策
に
取
り
入
れ
と
実
収
す
る
こ
と
が
必
安
f

あ
る
と
J
J
ノ日

る
よ
二

J

に
な
っ

f
u
さ
つ
に
白
ら
が
、
政
策
形
氏

よ
と
い
う
気
持
ち
と
持
つ
よ
う
に
も
な

J

て
い
た
と
い

実
際
三
竹

山
は
、
小
山
川
出
一
一
門
間
kdf「
相
直
属
の
へ
条
機
関
と
〆
て
設
置
し
た
川
住
民
戦
略
会
一
設
の
戸
会
一
幻
に
就
任
、
三
政
ぬ
比
一

u
b」
山
川
一
一
り
ま
と
め
て

い
る
つ
森
中
町
［
一

fM内
閣
で
も
I
T戦
時
会
議
の
妥
門
聞
に
恥
伴
、
木
村
の
政
協
プ
プ
シ
江
東
団
「
タ
え
々
／
オ
？
ス
」

の
一
：
草
久
メ
ン
パ
？
に
J
U

主
打
、
同
会
で
の
所
信
表
明
演
説
の
H7枯
作
り
や
、
ぴ
ぶ
ス
ム
主
古
川
で
の
議
涼
川
町
綜
作
h
り
に
も
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

ι

小
泉
附
刻
と
は

小
泉
に
斗
説
か
れ
て

々
C
ρ
、Jげ
れ
～

f
J
O
二
4
九
月
刀
阿
剖
改
ぺ
足
立
は
、
日
～
法

佐
治
財
政
政
策
ね
斗
大
Z
つ
に
就
任

さ
れ
た
杭
ァ
げ
の
後
伍
ζ

）
て
金
肱
山
一
ψ
i
犬
山
ー
も
対
日
比

L
に
u

し
か
？
と
づ
党
か
ら
は
、

百
五
議
又
で
も
な
い
経
済

υγ
苫
の
竹
中
が
重
一
山
ポ

ス
ト
に
日
命
さ
れ

中
小
企
業
の
淘
汰
ピ
つ
な
が
り
か
ね
立
い
不
良
治
体
併
の
政
本
処
辺
に
乗
り
出
し
た
こ
乙
に
刻
L
、
庁
難
…
ア
集
中
し

l取人法学l日 （＇. 66; ( ( [2iJCS.弓、



も
と
よ
と
V
込
政
権
け
、
日
比
？
川
内
で
の
支
持
薬
取
が
弱
か
っ
た
を
の
た
め
、
目
前
の
メ
践
い
い
が
経
れ
れ
ば
、

小
泉
、
一
相
が

E
畔
ピ

追
い
込
ま
れ
る
♂
刊
誌
性
は
高
，
＼
て
の
場
台
、
小
泉
白
川
憎
か
、

J

の
支
持
の
み
に
も
こ
げ
に
十
、
訟
に
就
任
し
て
ど
ん
刊
ヤ
屯
当
然
、
政
策
決

～
ど
の
助
か
ら
追
放
さ
れ
る
L
ζ

に
仕
る
で
あ
ろ
う
ロ

〆

γ
も
↓
斗
与
え
る
支
汗
者
で
あ
コ
た
小
泉
か
つ
の
仁
川
粁
を
失
つ
で
も
、

ま

よ一
τム
件
比

同
じ
給
取
が
待
ち
受
け
て
い
る
口
そ
れ
中
え
、
一
H
b
U
4怨
こ
す
る
政
策
合
実
現
「
る
に
め
に
も
竹
中
は
、
小
泉
政
権
を
長
期
化
さ
せ
、

か
っ
、
小
泉
か
ら
の
信
正
を
緋
ム
リ
一
0
2

る
こ
と
で
、
つ
ら
の
泊
μ
刊
を
山
寸
ら
な
け
れ
ば
な

そ
の
小
人
い
の
に
、
短
？
広
間
て
政
策
実
績
を
あ

げ
る
必
汐
一
に
迫
ら
れ
て
い
も
一
、
ι

竹
中
が
、

匁
照
的
に
成
果
を
あ
げ
芯
け
れ
ば
日
ら
の
消
防
が
危
う
レ
と
レ
可
拾
い
仏
裕
行
山
識
を
常
に
抱
い
て
い
た
w

一
と
は
、

：〉
l

叫二〆一－

ωド

か
ら
も
列
ら
か
で
あ
ろ
う
っ
第
に
、
二
つ
つ
一
作
ー
に
は
民
気
の
悪
化
に
山
間
し
て
、
第
一
次
仙
王
子
得
心
直
要
性
に

μ
反
し
た
も
心
心
、

小
泉
が
難
色
ハ
ピ
不
す
と
そ
れ
を
阪

F
し
そ
の
か
わ
り
に
京
煎
凶
債
の
発
わ
や
一
ウ
ノ
ミ
の
実
υ
誌
な
ど
の
ー
右
手

一一

IFフ！
r
F
二

人

ノ

モ
L
J
1
f
i
J
h
h
j
f
b

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

日
体
守
党
の
万
匝
円
以
u
r
M
Vト
V
i円一、

の
ー
た
う
ち
凶
〉
と
い
る
。
相
判
別
ど
マ
事
剣
で
一
六
ロ
っ
て
い
る
の
だ
ろ

一υ
6

J

川
町
汗
さ
れ
h
J

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
〈
」

μポ

行
中
氏
は
良
い
知
恵
は
な
い
か
と
、

J
N
L
P
P
政
哉
の
土
泣
J

／
」
歩
む
べ

に
、
二

C
C
石
二
株
居
閣
の
急
落
に
声
情
し
L
T
I

一
株
価
桁
数
い
連
動
す
る
投
資
信
託
〉

仇
向

心
構
人
を
閣
僚
に
可
び
か
け
、

主

F
コ
絶
対
儲
か
り
1
f
」
伝
ど
と
不
用
語
な
発
一
口
を
し
亡
、
〕
ま
い
、

除
く
追
及
芋
j1 
i・ 
」

71、
／’、
マ

iつ

れ「
る立山

c 1 1 

認
さ
に
汁
、
ぱ
て
も
E
T
F
に
つ
い
て

E 

F 
に
竹
巾
は
、
f
h

長
依
怪
の
ド
減
／
）
い
う
日
に
［
一
見
え
る
政
策
実
誌
を
短
期
間
叫
の
う
ち
に
実
点
一
j

る
た
め
に
は
、
彼
自
身
の
信

条
と
は
早
ハ
な
る
か
ー
と
一
L
れ
な
い
多
く
の
妥
高
を
わ
い
、
f
h

透
明
な
裁
豆
的
な
］
け
は
を
も
2

め
え
て
と
る
ぐ
い
う
、
非
草
に
羽
支
義
的
な

内

vumIV示
政
政
策
ポ
一
ド
！
大
ロ
を
え
汗
し
て
い
f
八た寸円、

↓リ
1

J

L

ど
一
つ
一
一
U

ドれ二、

1

支
！
川
】
合
〈
ョ
プ
ご
と

γ

？
？
ロ
ホ
済
の
改
杏
に
い
う
成
川
ポ
も
為
げ
ば
日
れ
ば
ぽ

マ
ク
口
紅
白
や
均
心
経
済
に
対
し
て
も
配
↓
志
L
な
け
れ
ば
日
ら
ず
、

や
は
り
現
実
主
義
的
な
村
山
」
／

r
ら

ら
な
か
っ
J

J

O

J

り
ア
め

YLJezど
E
J
主
A
r
つ－」

F

ir

：
ノ
j

J

7
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r日

中
久
寸
フ

4
0
～ドムい、

政
策
通
と
し
て
白
氏
え
内
で
影
響
力
を

ωめ
℃
い
た
仰
津

11
「
政
広
一
プ
行
一
七

L
i
と
し
て
政
帯
決
定
に
す
ノ
勾
J

の
政
r
山
間
的
実
山
瓶
事
つ
に
見
え
る
形
c
q
f
急
に
不
「
必
市
に
か
か
あ
め
っ
ι
～
…
～
め
、

大

d ，λ 
れV
0) 
サ p

u、

L主
！（~ 
;ir 
r〆？
' i辺

久
了布i仰
が
1? 

, 
も
厭
オフ
ーr

取人法学l日 （＇. 68；前［2iJCS.弓

ず
る
こ
と
す
求
め
く
い
と
竹
J
l

こ
は
、
通
常
、
政
治
忍
こ
川
町
済
学
者
が
と
る
〈
考
え
ら
れ
る
む
跡
、
こ
は
、
そ
れ
そ
れ
巡
の
行
政
J
f
t
っ

J、
円問

～
一
」
俳
叩
品
げ
は
、
自
つ
の
「
政
策
、
地

y

し
て
の
評
判
を
守
る
た
め
に
、
白

J
m
v
τ
一
一
王
娠
に
司
法
い
が
な
い
ー
平
一
哉
、
〆
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
d

十
ヘ
パ
》

て
ま
↑
〈
も
公
的
資
金
心
注
入
に
反
対
す
る

2
γ
7、
性
寸
的
な
姿
勢
手
／
；
コ
り
に
。

一
方
、
竹
中
は
、
け
ら

さ
ら
に
不
明
隊
な
ぬ
量
よ
い

J

認
日
慢
す
る
な
と
、
何
で
も
あ
り
の

る
こ
と
で
、
不
良
債
権
処
珂
C
加
速
化
に
成
功
し
た
の

で
あ
る

U

ヨ当

み
iwmv川
主
散
り
長
宮

蒜
金
制
ド
1
1
れ
に
つ
い
て
も

ー
地
わ
り
が
八
エ
」
と
い
う
け
門
的
伊
、
つ

そ
の
政
京
行
動
三
北
山
叫
す
る
こ
と
け
戸
叶
僚
で
あ
る

、ム
T
J
し
亡
国
際
金
制
部
門
C
キ
ャ
り
7
J
V
℃
誌
み
、
点
じ
［
一
心
凶
税
円
，
ぃ
討
を
絞
め
に
じ
段
、
退
官
し
た
〈
と
ご
ろ
が
、

一

L
L
L
一
k

j
ノ
？
ノ
ノ
ホ
1
長
L

に
～
下
川
堅
持
牛
委
員
会
の
弔
お
け
町
三
就
任
が
さ
透
け
は
1
コ？に－

二
れ
は
、
阿
内
会
一
一
行
政
主
同
日
コ
LJl長
去
汁
僚
た
ち
が
d

次
々
〉
過
剰
接

代
ハ
ペ
で
処
f
M

ハ
ャ
手
れ
z人
と
め
で
あ
っ

一
り
ハ
〆
年
か
ら
は
柳
揮
に
よ
っ
て
、
日
当
務
次
円
級
よ
ぺ
ス
ト
で
あ
る
金
制
け

μ
’口

さ
ら
に
森
は
、

に
起
川
さ
れ
た
、
そ
し
て
昨
津
は
、

小
円
市
首
相
や

JK巾
河
川
以
棺
ら
か
ら
、

ん
梓
を
更
迭
す
る
で
つ
求
め
つ
れ
て
も
、
モ
れ
に
抵
抗
し
た
、

森
の
泡
川
和
は
抑
間
半
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
コ
ヒ
。
そ
の
た
の
森
に
と
う
て
は
、
銀
行
へ
の
公
的
資
ら
凶
作
、
辻
入
を
台
｛
ほ
し
、
銀
’
h

リ
什
の
範
貯
』
バ
で
rrτ
九
件
H
F叫位
M
U
J
J↓
な
漸
進
的
に
追
い
吟
て
い
く
こ
い
う
一
板
戸
I

リW
叩
制
服
」
に
忠
実
に
従
事
内
こ
に
か
、
祢
洋
の
地
や
り
保
全
に
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
白
ら
の
泊
い
け
保
全
に
つ
な
が
る
こ
／
二
よ
め
f
J
f
n

さ
ら
に
森
は
、

令
融
庁
長
白
日
記
作
／
佼
も
人
止
融
け
碩
問
川
と
し
亡
残
旬
、
金
融
け
じ
引
に

る
影
響
力
を
保
持
す
る
こ
J
亡、



；： 

I
L
h
h刻
印
勺

L

の
似
H
A凡
な
図
っ
た
c

柳
町
打
間
人
迭
ノ
尽
示
、
「
υPUH

品
川
プ
ラ
ン
」
を
骨
は
き
に
し
て

一
、
づ
る
べ
く
、
金
融
げ
の
有
れ
に
い

門けれ
L
P冗

h
せ
て
い
た
。

’）か

L
、
り
そ
な
グ
ル
｝
ゾ
へ
の
公
的
資
金
、
辻
入
に
よ
っ
て
「
慨
深
川
町
一
叫
が
討
定
さ
れ
、
将
’
け
身
生
、
会
松
戸
川
か
ら
離
れ
る
」
〉
一

一
f
A
1

？）
0

7

乙
／
、
ず
｝

第
川
4
J
m

〈
す
融
け
一
嵐
山
曽
川
町
の
ユ
中
リ
7
P寸］僚

本
山
怖
が
提
市
し
た
第
一
心
パ
ズ
ル
は
、

政
治
家
て
は
な
く
（
E
僚
の
影
響
ん
が
政
い
ば
μ
L
A
領
域
だ
と
考
え
ら

i；三
ポ

七
J

円
ー
が
高
〈
、

れ
て
き
た
金
融
／
山
政
に
お
い
ァ

大同
H
C
交
れ
に
よ
り

dqJせ
急
激
な
政
策
紅
倹
が
な
さ
れ
と
の
か
1
ぐ
い
ろ
も
の
で
あ
り
一

ι

～J
5
パ

ズ
ル
を
怖
く
た
め
L

、
L
J
I

仰いいソ
f
｛
円
一
億
中
ハ
心
MWRUHば
と
、

ノ
ン
干
ャ
り
ア
行
僚
中
一
の
枚
ん
H
民
心
打
ηMM叩
坪
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

し、

〈筆
者
は
か
つ
て
、

λ
高
官
僚
に
つ
い
て
、
究
町
山
的
に
は
組
織
の
存
続
2

正
取
後
先
り
月
的
と
し
1
行
動
す
る
と
い
う
ね
定
を
一
ぬ
い
て
分

二
乃
U
士」」

MJι
り？
J

っ
た
わ

F

、止、

（

A
1
2
1
l
L

ヨ

一

i
l
l
l
i

刊
品
川
牒
」
仔
了
が
【
人
い
い
同
省
に
つ
い
て
お
捻
v
よ人、

次
の
よ
人
ノ
な
矢
作
が
必
安
〉
な
る
ご

す
な
わ
ち
、

大
蔵
省
の
内
ー
的
組
織
が
、
p

グ
の
政
資

E
的
を
一
貫
〕
て
浪
求
す
る
合
列
的
行
敢
な
促
氾

rる
た
め
に
一
吋
工
、
環
境
宇
一
提

位
い
し
て
い
る
」
〉
一
、

T
y－
－
司
え
ば
、

「
ど
れ
ど
け
省
庁
の
た
め
に
俄
い
す
ん
か
が
、

昇
進
等
の
間
人
の
利
誌
の
注
求
h

を
ト
ソ
え
る
よ
う
な
、
ン
ス
一
7

ム
が
口
街
、
δ

れ
て
L

お
打
、
「
以
人
、
司
進
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
執
の
確
保
な
と
に
関
わ
る
、
官
僚
側
人

の
利

p

侃
」
が
、

J

相
川
崎
山
符
」
庁
に
強
〈
依
存
L
U
J

る
よ
う
な
組
織
化
が
な
さ
れ
て
い
る
t

、｝
y
」
hv
必
袋
、
と

、
で
つ
！
）
～
シ
ス
ァ
ム
？
h
i山

る
か
ら
、
｝
て
か
々
の

R
僚
は
、

utM総
司l
p
L
1

（かつ益）

－d
M起
小
本
の
た
め
に
に
、
か
す
る
こ
と
で
、
白

j

一
の
出
山
や
、
－
M
官
伐
の
ピ
N
h
k

で
の
口
貯
代
打
川
遣
を
得
る
ご
と
D
A
1
4
m
に
芯
る

2
考
え

一
川
丸
山
い
犠
牲
と
も
忍
え
る
ほ

y
の
紋
ゲ
？
を
な
く
す

J

こ
と
に
な
る
－
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r日

こ
の
た
め
日
僚
組
織
が
、

温
織
内
に
お
い
亡
、
百
十
時
が
向
指
ず
る

1
3ノ
伝
ン
ス
ア
ム
が

人
事
河
い
お
い
て
政
治
か
ら
自
律
的
で
あ
わ
、

叩
唱
，
三
？
れ
て
い
る
場
合
、
悩
々
の
官
僚
は
、
大
王
今
九
州
1

u

の
ζ

す
る
政
治
家
の
ム
広
よ
ぞ
の
意
向
に
い
比
｝
戸
、
で
も
、
組
織
の
利
訴
を
す

J、
円問

げ
つ
弓
乙
一
3
q件
刷
機
を
持
つ
c

て
の
こ
y
、
ピ
よ
り
、
組
織
的
で
の
出
世
や
天
i

り
f
九
で
の
好
斗
村
山
辺
カ
保
証
手
れ
る
か
ら
で
あ
る
υ

そ
し
と
実
際
に
ほ
本
で
は
、
政
山
中
抵
の
谷
川
人
宇
ヘ
ヘ
J

介
入
や
夫
、
り
の
斡
吹
は
、
非
常
に
例
外
的
な
場
九
μ
に
限
ら
れ
、
市
汁
J
4汁
で

ほ
こ
ん
乙
の
場
台
、
斗
当
ほ
の
大
山
｛
口
尽
に
一
d

つ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
り
ゃ
め
官
僚
は
、

の
人
、
手
や
天
川
り
の
斡
旋
は
、

僚
や
利
抗
日
ザ
長
優
先
と
し
、

倍
々
の
’
）
ィ
僚
が
組
織
引
r忙
の
た
誌
に
大
E
U
忙
の
命
令
に
抗
う
こ
と
、
ま
？

γ

、
及
川
水
な
ど
に
現
ず
る
市
民
な
清

刊
を
大
位
ゃ
い

7冗
攻
治
家
rL
伝
え
る
こ
と
な
く
刊
は
献
し
て
、
組
織
引
け
仰
を
泊
中
ぷ
す
る
こ
と
J
J
ペ
リ
能
に
な
る
c

例
え
ば

一
九
へ
七
作
位
予
算
パ
V

相川
hk
に
お
い
て
、
吉
野
良
広
大
μ
川
崎
事
務
次
告
は
、
占
津
喜
一
岐
桐
が

r
fト
ス

シ

l
り
ン
グ
心

こ
れ
を
作
汗
L
H
h
げ
す
に
こ
の
時
、
吉
野
は
一
昨
去
の
淀
川
山
も
党
慢
し
て
い
え
と
い
う

ν

阪
府
～
を
出
血
求
し
え

L
λ
u
m
f
m
r
わ
ら
ず
、

二
三
ノ
ロ
川
勿

、
i
u
t

台
、
個
人
的
刊
益
の
み
を
考
え
れ
ば
大
同
に
従
う
万
が
好
ま
し
い
7

／
一
考
え
ら
れ
る

J

し
か
し
、
人
同
心
民
求
に
射
訓
し
、
以
南
桁
千
M
Rを

緋－
vす
る
こ
J
に
ば
功
し
た
日
」
と
で
、
芹
一
討
の
宵
内
Jt
、
の
成
口

γ
評
判
は
さ
ら
に
上
が
り
、
大
政
省
民
’
口
長
y
u
高
力
蓄
と
し
て
心
地
伶

を
揺
る
苧
な
い
も
の
に
V

J

た
と
考
乙
つ
れ
る
じ

ま
た

む
1
八
点
官
僚
の
什
《
圭
一
一
け
、
「
た
政
一
け
お
で
1
k
i
d尊
敬
を
集
め
て
い
る
の
は
森
ぷ
貞
郎
［
故
人
］

ぞ
ご

l
J

p
c
l
f
 

事
務
次
円
だ
っ
た
持
、
当
時
の
大
蔵
大
市
J
F
森
永
さ
ん
に
あ
る
職
員
を
局
長
に
打
命
し
ろ
、

／
）
命
じ
た
こ
乙
が
あ
っ
九
一
」
だ
が
人
科
尽
さ

、
V
今
J

郎、

／

1

‘
 ロ
ヘ
刀
の
身
の
危
険
を
閥
均
ず
そ
れ
を
附
勺
た
っ

政
治
家
か
九
つ
大
蔵
省
を
J
る
場
rE一昨日
v

必
Q
淀
川
～
、
段
門
は
は
ん
林
水
々
も
し

そ
れ
以
来
、

ιJ～
に
尊
敬
す
る
ん
だ
」
と
副
ヨ

L
て
い
る
。

ノ、

r ,, 

L主

一
こ
の
卓
放
の
気
片
付
、
ち
が
、
科
、
一

r
k
b
r
一
日
＋
奴
む

i

…
川
以
に
ま
と
押
し

i

げ
乙
こ
と
は
間
違
い
な
ど
と
記
し
て
い

こ
U
よ
う
に
大
成
省
で
区
、
包
々
わ
官
僚
が
組
織
杭
訴
の
た
め
に
大
臣
む
命
ん
川
区
初
日
つ
こ
と
、
三
た
、
装
有
が
九

t
c
p
q代
乃
令

C) 

l取人法学l日 （＇. 70; 70 [2iJCS.弓、



ム
組
行
政
の
出
一
怖
か
っ
明
ら
か
に
、
）
た
よ
λ
ー
に
、
ト
へ
巨
に
対
い
て
室
長
ー
ゴ
政
策
課
思
に
関
す
る
情
報
（
刊
さ
を
の
用
い
た
字
削
刊
で
は
、
不
H
此

債
総
問
説
心
深
刻
さ
）
を
応
H

払
L
一1
1
新
織
利
ぷ
山
を
追
止
す
る

バ
叶
中
山
者
の
尽
い
行
事
例
こ
は
、
公
的
資
会
心
技
人
を
封
じ
る
こ
こ
で
、

組
織
の
行
政
支
任
が
氾
及
さ
れ
る
こ
y

を
凶
赴
T
る
一
と
ζ

が
実
際
に

pr？
わ
れ
て
い

そ
れ
で
は
ん
惚
川
で
は
、
こ
ろ
し
た
人
事
む
珂
ン
ス
一
y
ぬ
が
碓

v
L
て
J

た
で
あ
ろ
う
か

U

八
I
肱
川
は

九

ι八
年
に
設
置
さ
れ
た
金
融
V
ぷ
同
庁
ζ

沢
校
省
金
融
企
山
い
同
と
が

C
ハJ
O年
江
戸
ハ
ん
に
統
合
さ
れ
て
充
足
し
た
、

き
わ
め
亡
新
し
い
組
織
で
た
る
c

そ
の
に
め
、
企
融
行
プ
ロ
パ
ー
の
汗
一
僚
は
ま
た
入
右
前
も
な
く
、
そ
の
人
民
の
九
割
方
は
、
対
務
省

へ
回
大
蔵
省

J

出
身
有
で
1

山
山
府
め
ら
れ
ど
い
る
c

そ
れ
ゆ
え
、
包
々
の
官
僚
が
、
合
融
庁
と
工
つ
相
識
に
す
一
4hv
持
ち
、

い
う
段
併
に
は
、

ま
だ
」
十
っ
て
い
立
い
と
さ
え
ら
れ
る
〔

川
市
…
品
、
財
政
、
と
金
融
の
分
献
を
確
保
す
る
に
め
、
部
長
以
一
の
恥
h
h
h
つ
い
て
は
川
町
h
u
f
h
に
は
一
問
ら
な
い
と
い
う
一
ノ
！
リ
タ
！

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

ン
ル
ー
ル
が
説
き
れ
て
い
る

ん
、
訳
詞
以
下
の
ク
ラ
ス
て
は
、
引
務
告
の
官
怖
い
♂
多
く
出
向
し
て
お
り
、
に
ト
矧
を
務
め
れ
ば

引
務
省
い
九
日
る
と
い
う
人
事
交
流
が
い
除
3

ど
ア
勺
わ
れ
と
い
る

U

通
常
、
こ
の

の
組
織
は
、
そ
の
似
体
、
と
な
る
組
織
の
影
響
「
に
お
か
れ
る
と
与
え
、
？
れ
る
一

げれ？／
J
3

財
政
と
合
一
出

の
分
離
の
続
々
、
か
っ
、

政
治
ま
や
メ
中
イ
戸
の
受
戒
心
が
強
か
っ
た
っ

財
務
’
白
が
金
融
り
い
影
山
山
片
方
を
及
ほ
す
こ
J

に
は
、

Z
」
の
た
め

川
町
務
省
＆

亡
影
響
力
を
行
使
ー
て
い
る
ζ

売
ら
れ
る
よ
う
な
行
政
は
日
制
止
ざ
る
を
刊
な
か
っ
た
っ

し
か
も
ヘ
は
ど
的
な
の
は
、
金
融
は
で
は
杭
織
と
し
し
の
人
事
管
理
、
ン
ス
つ
ム
ド
守
、
ま
だ
笠
間
3
れ
で
は
お

Jr、
キ
ャ
J
γ

・
パ
ス

（
日
川
進
計
路
）

J
3
佐

υ
さ
れ
て
い
白
い
と
い
う
、
一
乙
て
あ
る
口
そ
の
f
八
げ
の
、
人
事
へ
の
政
治
的
介
人
が
な
さ
れ
や
す
い
の
が
引
伎
で
あ

る
り
わ
に
T
ヅ
ブ
の
金
融
庁
長
官
に
つ
い
て
は
、
金
以
庁
が
刈
一
謙
一
引
の
州
日
で
あ
る
た
め
、

総
刊
川
大
唱
が
人
宇
権
を
一
騎
打

J

て
い
る
。
ゆ
人

ど
実
際

ιは
、
金
融
担
当
大
臣
か
仏
松
町
大
佐
に
長
官
ハ
一
ん
補
者
吉
祥
蔦
し
、
松
苅
｛
ヘ
立
が
そ
れ
を
承
認
す
る
と
い
う
の
か
一
定
常
で
あ
る
し

こ
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r日

こ、〕
r
L
3

六
注
の
と
お
り
、
夜
長
’
円
と
品
K

X
，
円
の
こ
ム
守
就
仔
は
、
同
何
人
P

級
旧
刊
は
「
ト
へ
巨
工
品
ー
の
一
人
山
官
、
あ
っ
た

！
ぺ
は
、
一
ぷ
凶
行
さ
れ
て
か
ぺ

J

司
4
な
い
託
様
で
あ
る
だ
の
人
材
い
が
不
足
し
て
お
れ
、
け
の
ト
〆
づ
で
あ
る
入
金
～
…
庁
長
官
に
就
く
人

J、
円問

い
符
の
提
供
主
で
を
も
肘
治
省
に
じ
巾
め
、

財
務
省
は
山
田
示
日
吉
転
出
さ
や
に
。
こ
」
乃
が
祢
洋
は
、

原
円
が
梅
津
の
金
融
「
仁
政
に
批
判
的
で

忘
J

～
た
め
返
任
さ
一
三
九
一
ら
｛
午
、
実
な
川
斗
木
を
長
｛
れ
に

T
乳
ι

刊
さ
す
f
n

通
話
心
省
庁
と
あ
れ
ば
、
T

J

ブ
心
人
宅
f

片山
a
p

八
立
心
ム
J

J

へか

占
め
れ
ば
、
一
口
僚
と
ち
り
民
党
を
泌
く
の
は
必
ポ
で
、
ん
R
組長
T

〕
仕
っ
て
い
小
人
セ
あ
ろ
う
。
け
れ
ノ
J
h＼
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ト
f

停一

げ
一
し
と
お
ら
ず
、
、
ー
ッ
ブ
候
補
が
一
ヰ
ほ
と
r
山
に
J

告
任
し
た
ば
か
い
り
と
い
ろ
松
川
で
は
、
官
僚
乃
一
一
民
党
し
は
顕
子
化
し
な
か
っ
た
c

を
も

そ
も
’
A
J

融
庁
ド
以
，
「
は
、
内
山
出
総
持
大
臣
が
任
命
L
f
る
こ
と
に
な
っ
と
お
打
、
祝
日
代
金
融
庁
長
官
は
検
察
出
身
の
日
貯
正
隔
が
務
め
る
な

ど
、
台
地
内
山
山
一
一
許
（
J

U

し
く
は
山
川
務
笠
心
身
h
h
J
M
M
R
言
に
ば
る
こ
2
す
ら
時
む
的
で
は
と
か
う
た
わ
組
織
内
の
人
材
不
足
と
人
主

管
理
、
γ
ス
ワ
ム
の
ー
や
些
常
（
キ
ω
リ
7

パ
ス

C
L昨
日
！
日
が
、
ド
ッ
プ
人
事
へ
の
以
出
汁
p

へ
を
容
易
に
し
て
い
た
の

まん

ト
ソ
吋
の
人
事
一
円
以
ら
ず
庁
内
全
般
の
人
事
に
つ
い
て
も

人
目
、
お
よ
ひ
こ
ヱ
日
の
政
治
的
、
三
一
一
川
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た

と
う
て
丸
山
ゐ

U

先
述
し
た
と
お
り
小
－
貯
「
民
主
に
よ
る
と
、
森
兵
｛
日
は
、
公
的
資
’
t
心
一
円
べ
出
入
ー
ピ
求
め
る
な
ど
、
柳
川
律
・

コ
か
企
）
比
三
て
化

u
l
i
J単

買

問
u
q
eん

1
V
4八
む
一
口
助
JT行
う
官
佼
z
l
J
り
寸
一
次
々
と
ナ
ペ
還
、
二
L

い
た
と
い
て
ノ
し
1

仰
mH路
線
」
乞
堅
持
す
る
た
め
に
、
人
手
権
主
7

ル
ピ

引先搾
υ

た
耕
一
織
固
め
し
託
行
ツ

C
い
た
の
で
あ
る
さ
ら
に
、
兵
官
年
京
一
任
ν
た
彼
も
蔚

J

問
と
〕
て
令
融
け
に
成
っ
て
お
り
、
「
人
守
憾

は
依
然
に
し
て
海
が
握
一
っ
て
い
る
こ
与
え
る
竹
僚
に
も
宇
多
か
っ
た
乙
い
う
。

つ
ま
h
、
活
常
の
省
庁
、
ニ
追
い
、
新
1

）
く
で
き
た
ば
か
り
の
金
融
凡
で
は
、

Ah僚
機
構
で
は
な
：
、
柳
津
会
問
担
引
」
ト
八
歪
ど
ん
林
刊
明
治

金
肱
リ
長
官
、
、
い
う
俳
人
が
、
強
力
日
人
手
権
を
持
っ
て
い
た
u

そ
し
マ
、
森
当
身
は
、
体
津
の
お
か
げ
で
金
融
庁
長
官
の
池
刊
を
符
て

ρ

一
～
。
ぞ
れ
ぬ
え
金
融
止
で
は
、

松
山
十
六
肖
前
ー
人
一
心
斎
rN
に
従
う
官
僚
た
ち
が
、
人
事
に
お
プ
乙
綬
混
六
れ
｝
白
仕
組
叫
べ
J
P
C
L♂
て
い
ゆ
人

の
で
yぬ
る
し

l取人法学l日 （＇. 7Z; 72 [2iJCS.弓、



必
お
、
こ
与
二
九
九
〈
リ
咋
代
に
お
け
る
会
融
行
政
と
、

小
泉
政
権
ト
の
今
一
一
行
政
の
迭
し
に
つ
い
て
、
強
調
し
て
お
か
な
け
れ
ば

z叫
ら
仕
い
こ
t
h
u
あ
る
ラ

れ
八
九
じ
引
I
N
M
v
m
に
お
い
し
、
ほ
ζ

ん
J

心
政
治
家
は
、
ふ

jm問
題
が
極
め
て
深
刻
な
状
Fい
に
あ
る
こ

if

十
分
に
は
叩
認
識
し
て
い
な
か
コ
た

J

そ
の
た
め
、
政
ム
旧
家
ば
大
議
日
僚
に
金
融
行
政
を
戸
公
判
、
正
し
っ
て
い
七
ロ
そ
こ
で
た
蔵
官
僚
た
ち

は
、
政
治
家
に
汁
？
て
金
融
問
掛
け
深
刻
さ
を
隠
片
山
惜
し
、

金
一
一
／
れ
政
に
政
治
家
か
介
入
じ
な

ρ
よ
う
に
し
ご
い
に
。
と
こ
ろ
川
I

和
洋
は

（
そ
の
後
任
の
竹
山

T立、

一
九
九

C
1代
の
大
最
大
円
げ
と
は
ー
人
き
く
宍
日
り
、

f
f
z九
件
民
権
問
題
に
つ
い
て
町
忍
し
て
お
り
、

Mr
、川いしいつ

え
で
い
、
か
な
7

守
公
融
行
双
十
一
行
つ

C
レ
く
か
、
そ
の
方
針
を
明
確
に
科
二
L
h
q
r
c

ず
れ
ベ
μ一
、
え
に
、
立
僚
と
口
ら
に
と
ご
、
都
ιー
の
良

レ
政
策
士
行
う
ど
め
に
大
臣
士
説
何
J

し
た
り

必
習
な
清
刊
仰
を
お
威
し
に
り
す
る
こ
と
J
J
相
め
て
離
し
か
っ
た

F

し
た
が
っ
て
、
山
僚
が
組
織
の
存
続
jhyJJえ
亡
、
時
の
大
臣
の
伝
川
に
反
バ
ず
る
ご
と
は
祢
め
て
限
引
で
あ
っ
た
そ
の
た
め
、
不

良
川
わ
慌
の
抜
本
処
刑
刈
吉
弘
め
た
ん
が
組
織
の
名
声
」
ポ
ヒ
時
め
、
組
織
利
訴
に
遣
う
と
個
々
の
引
い
旬
が
考
え
た
「
し

州
官
吾
作
〈
J

湖佐山町
i

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

大
凶
、
u
h
L

で
は

個
々
の
右
僚
が
組
織
利
叫
に
追
う
方
山
に
政
策
主

τ換
さ
せ
よ
う
と
は

L
な
い
た
ウ
ム
ム

白
、
り
の
出

日
の
近
が
防
ざ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
つ

、〕入
j

が
っ
て
、
伝
仁
川
古
川
町
で

γわ
と
な
っ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
官
僚
た
ち
の
行
刑
判
原
則
は
次
の
ど
う
に
な
る
と
考
之
、
り
れ
る
）

へJ
L

山
肌
け
で
は

温
織
の
利
γ
か
が
明
崎
市
ピ
臼
汁

一
体
化
「
る
γ
と
い
う
人
弔
特
盟
、
／
え
ネ
ム
日
’
弔
豆
、

J

て
い
な
い
た
め
、
百
僚

コ
り
は
却
が
織
の
利
誌
で
は
z子
〈
＼
偶
人
の
利
目
立
を
氾
ぷ
一
コ
r

る
こ
と
に
な
る
そ
れ
ゆ
え
悩
々
の
百
僚
は
、
組
織
門
で
の
汀

ιの
地
け
い
の

t
川
卜
や
、
干
の
保
八
、
十
J

な
わ
っ

μ
り
の
品
川
い
を
最
惨
先
に
し
て
訂
助
」
う
る
〆
」
考
え
ら
れ
る

J

よ
て
く
、
法
一
日
ま
で
金
一
一
リ
で
務
め
る
幹
部
ク
ラ
ス
の
官
給
た
ち
は
、
人
雫
説
明
お
の
方
針
三
位
、
つ
こ
と
に
な
る
。
抗
い
J

説
明
州
大
悼
と
山
林
長

｛

E
D
τ

で
は
、
公
的
ι叫
ん
の
＃
f
け
人
は
行
わ
以
内
J

、
銀
行
の
収
泣
力
ヘ
ゾ
説
出
汁
で
漸
進
的
に
不
良
債
y

砕
処
注
を
浜
口
町
き
ピ
る
一
軒
一
痔
路

線一
J

古
川
町
守
ず
る
r

ま
に

竹
山
中
が
、
五
桃
川
担
ψ
！
大
臣
と
な
っ
た
長
も
、
多
く
の
，
日
僚
は
、
竹
巾
が
と
一
二
ふ
で
品
川
融
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r日

h
内
三
影
山
川
市
同
カ
を
発
明
叩
で
さ
る
か
に
つ
い
て
は
「
信

1
疑
ご
あ
り
、
依
然
と
、
〆
て
十
州
出
会
組
ih顧
問
、
知
人
百
一
住
吉
撮
っ
て
い
る
〉
考
え
て

、
こ
｝
一
つ
、

v
J
l
i
s
f
t
 

竹「
γ
に
は
新
従
腹
背
の
安
努
で
臨
ん
だ
っ

J、
円問

1出
方

公
UV

期
間
の
後
、
本
省
ヘ
〉
一
日
比
る
課
長
以
内
i

ク
ァ
ス
の
白
僚
ず
八
一
人
ら
も
、
同
じ
く
俳
押
刊
の
ト
力
れ
に
逆
ら
う
こ
一
は
な
い
ハ
け

れ
？
と
も
こ
れ
は
、
川
河
で
の
山
I

川
正
午
い
う
こ
と
を
考
え
て
↑
〈
は
日
〈
、
一
は
ら

の
斗i
町
山
手
／
｝
一
人
治
な
く
品
約
め
ト
げ
亡
、
本
営
へ

〕
此
る
こ
こ
を
長
俊
光
ζ

）
て
い
る
か
ら
で
あ
る
ハ

γ
は
わ
ち
彼
ら
は
、

A
L
鯨
庁
内
げ
で
の
泊
や
り
保
全
セ
は
な
く
、
本
省
で
の
日
制
作
仇
の
保

〈
エ
ケ
一
門
取
優
九
に
し
て
、

金
融
庁
ん

J

で
は
大
7

J

銀
行
の
破
ー
札
処
刑
砧
と
い

J

た
厄
介
な
問
想
に
巻
き
込
ま
れ
h
J

く
な
い
と
考
え
、
吋
様
相
な
形

で
の
合
融
ノ
汀
段
会
削
れ
こ
と
に
な
る
の
で
ム
め
る

と
こ
う
が

円
を
な
へ
の
公
的
資
金
C

i
人
で

金
融
／
山
政
C
F
導裕一一
f
η

寸
巾
が
拐
っ
た
こ
l
k
叫
J

相
川
ハ
一
か
に
な
り
、
森
全
地
内
部
判
官

も
退
汗
す
る
J
、
dH
僚
1

に
ん
ら
は
竹
中
が
人
事
権
ど
握
っ
た
こ
と
と
府
内
信
し
た
そ
の
た
め
彼
ら
は
、
竹
中
の
ち
針
に
従
う
上
う
に
な
る

も
っ
1
／
J
U
、
金
制
「d
内
ず
積
一
制
的
に
「
竹
中
路
付
制
L

に
協
b
L
た
の
は
、
統
甘
い
仁
川
よ
り
も
む
し
ろ
険
査
対
で
ゐ
っ
こ
し
金
制
ド
一
内
で

は
従
来
、
キ
ャ
り

f
R鈴
4
心
の
怯
管
内

d

い
百
三
ノ
／
キ
ャ
り
ア
官
僚
牛
心
の
枚
脊
何
よ
り
も
町

ι
？のつ
h

L

と
こ
ろ
が
、
比
刊
銀
行
や

U
F
j銀
行
い
け
河
ャ
ー
る
朕
政
w
h
a
倹
ん
…
同
や
、
そ
の
絞
の
抗
込
用
に
お
し
て
は
、
相
以
〆
守
に
散
し
L
対
比
を
と
る
こ
と
に
お
械
的
な
検
合
口
川
が
＋

昔件、
ν
、
恥
』
品
目
け

d

は
ふ
れ
に
追
的

J

た

、
お
古
が
就
竹
山
一

J

一
初
か
ら

牧
査
は
き
ち

ω
と
や
ワ
て
い
る
L

と

、
不
良
債
権
処
汗
の
作
成
化
に
消
r目
的
な
げ
川
批
判
い
同
を
時
に
去
は
的
、
給
一
人
汁
い
同
を
味
方
に
つ
け
よ
う
乙
し
た
h

一
二
に
も
よ
る

だ

が

け
h

以
心
的
ど
っ
三
の
は

り
そ
な
グ
ル
下
ア
へ
の
公
的
資
ト
，

U
人
の
絞
に

昨相
h
H
川
幹
部
即
日
ニ
色
村
正
法
人
に
同
判
官
広
的
に
一
主
力

z
V
｝
乙
刀
け
た
こ
忠
わ
れ
る
よ
、
寸
ば
会
話
の
内
一
日
廿
か
ペ
一
μ
L
に
メ
モ
ウ
山
川
叫
コ
た
こ
と
で
あ
っ
三
口
こ
れ
以
降
、
昨
同
日
一
ぜ
い
川
一
け
官
僚
に
ら
は
、

J
L
防
市
の
何
市
川
庁
や
り
、
倹
若
乃
刊
行
谷
川
九
人
f
l

ヘL
ん
と
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
U
J

除
、
日
銀
行
松

F
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
検
木
村
町
に
汁

山

ωJ

［
て
も
、
干
の
報
む
に
口
古
挟
ま
は
い
し
J

け
で
は
一
ぱ
く
、
本

F

臼
で
の
意
見
ー
父
換
京
て
位
、
え
る
よ

h

ー
に
な
：
に
と
い
う
c
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つ
ま
一
九
段
笹
川
の
午
「
汀

Jγ

官
僚
た
ち
は
、
日
つ
の
地
欣
の
保
全
の
止
め
、
が
い
甲
お
よ
び
検
査
局
が
進
め
る
銀
行
へ
の
強
間
的
は
山
下

片
山
従
号
、
」
こ

r
な
一
っ
た
の
と
あ
る
υ

第
五
r川

金
町
間
］
検
査
対
の
ノ
ン
守
ャ
リ
ァ
一
口
桁

そ
れ
で
は
長
後
に
、
検
大
判
い
向
で
中
、
じ
と
な
っ
て
い
る
ノ
〆
工
ベ
リ
ア
一
品
僚
た
ち
の
一
行
設
原
述
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
、
γ
つ。

ノ
ン
ヒ
ャ
リ
ア
一
z

僚
は
、
ユ
中
リ
7
P
寸
］
僚
と
は
昼
（
な
り
、
も
と
も
と
封
進
は

τ
れ
ほ
ど
見
込
め
主
い
c

そ
の
た
め
、

b

T

リ
ア
立
↓
僚

一
は
と
人
ホ
存
者
の
以
’
同
に
服
従
す
る
こ
と
片
山
な
し
い
q

と
考
え
ら
れ
る
り
白
刀
、

ス
ヘ
i

リ
l
ト
レ
ベ
ル
の
点
一
僚
が
、

般
「
山
民

ι対
し
て

丘
い
弘
リ
d

h
i
h
自

い
、
権
パ
リ
セ
行
使
し
た
が
る
任
山
な
め
る
と
一
μ
わ
れ
る
よ
弓
に
、
山
牧
ム
証
言
は
れ
ハ
ぃ
叶
激
桜
山
に
だ
し
て
政
w
m
k検
査
を
わ

弓、｝
L
」
で
、
じ
ら
の
権
力
の
大
か
む
さ
を
認
識
し
、
法
足
惑
を
得
上
う
と
「
る
付
M
が
為
る
と
与
え
ら
れ
る

も
ち
ヲ
つ
ん
厳
格
な
検
公
一
一

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

行
引
っ
こ
L
〆
で
、
役
、
り
は
仕
事
、
り
礼
似
江
川
「
る
は
負
心
JY
満
足
さ
什
る
こ
と
が
で
き
る

J

さ
ら
に
、
以
格
な
検
査
が
ヨ
ポ
ー
は
K
M
悼
の
川
汁
牛

の
た
め
に
必
民
だ
2
い
う
考
え
か
ら

メ
－
一
ノ
ィ
ア
や
作
論
が
そ
れ
と
支
持
し
亡
い
る
な
り
ば
、
校
査
JHh
ち
は
守
内
け
つ
が
み
に
A
A
h

凶「大

の
た
う
酌
に
な
る
仕
弔
p
e
v
J
て
い
る
と
認
訟
で
き
、
八
ム
H
ヘ
の
利
江
ー
に
奉
行
、
〕
て
い
る
と
い
う
渦
込
感
JT作
い
る
こ
と
予
で
き
る
）
午
、
、
7

した

坦
白
か
ら
検
作
日

d

は
、
よ
い
り
駁
山
村
長
検
笠

lpつ
つ
助
機
ケ
持
つ
c

よ
っ
て
、
た
と
え
大
臣
ゃ
監
h
u
d
門
川
市
’
川
、

｝

ν戸、
j

L

J

／

L
J
J
－
〈
｝

亡
も
、
検
査
応
は

F

取
し
い
快
人
司
令
乞
い
が
ち
だ
乙
考
え
ら
れ
る

J

ま
七
、
，
K
終
】
な
拾
い
年
を
わ
お
う
ヒ
ャ

J

る
検
八
司
い
同
の
政
策
ボ
向
」
は
、
一
作
史
的
川
町
綜
に
三
つ

1

て
も
強
化
さ
、
れ
た
よ
、
つ
で
あ
る

J

刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
一

コ
正
パ
ヨ

E
H
J
、

c
F
J示
E

3

d

L〈

に
よ
る
ζ

、
も
エ
J
U
戸
、
川
大
煎
宥
時
代
カ
ら
、
幹
部
紋
靖
ペ
ー
と
し
一
よ
円
出
向
己
一
を
吹
き
を
わ
玉

tη
ア
官
僚
中
心

同
午
か
け
て
民
け
業
F
／
一
い
水
炉

J

る
識
人
り
に
ふ
っ
一
つ
牙
片
側
で
あ
る
検
査
諸
刊
と
の
向
に
は
、
恒
例
深
い
議
が
あ
っ
U
J

と
γ
7
0

九
九
〔
）
年
刊
に
は
、
大
同
炉
、
省
日
不
良
資
ん
惟
内
包
に
迅
速
に
汁
f

記
て
き
な
か
っ
た
の
は
、

合
融
機
買
と
の
癒
若
に
よ
〆

リか」の加つ、ぇ

一週

（！メ人比主手、 cs'1 7引 7に c2C08.S 



r日

一台、
m
r
l
口
く
な
コ
ー
と
か
、
り
三
と
い
う
見
与
が
広
が
り
、
そ
れ
に
対
し
て
検
γ

注
目
〉
倒
に
は
、

「
た
界
と
輪
一
請
が
段
、
〕
い
の
は

T
ャ
リ
ア
パ
～
」
、

「
現
場
、
市
郊
ρ
J
な
い
P
1
h
狩
が
、

桧
奇
結
果
を
ね
ー
）
山
げ
る

に
よ
る
t

こ
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
い
う

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン

J、
円問

こ
の
識
か
ー
の
法
人
念
が
、
金
一
取
リ
に
仕
っ
て
検
査
が
脚
内
九
を
浴
む
、
山
信
を
つ
け
行
こ
1
5
院
を
山
山
1
1
銀
ノ
仁
の
字
、
叫
ん
H
｛
ん
の
廿
予
を
徹

出
目
的
に
】
h
m
v
は
し
て
υ
枇
格
な
t判
定
ん
で
行
ぺ

小
澄
川
引
な
裁

E
J／
｝
山
肌
便
し
た
れ

L
て
、
銀
行
に
治
、
使

昨
に
は
九
ル
z
f
ふ
六
品
川
、
変
更
し
ん
f
h
、

一いん一

♂
叫
ん
た
品
川
刊
を
不
ず
ヤ
；
に
コ
な
が

J

士、
r

い
う
の
で
ー
の
忌
。

支
は
こ
の
、
一
と
は
、
「
で
に
令
胤
L
h
泣
い
庁
内
代
に
よ

J

桁
摘
さ
れ
L

い
た
こ

2
で
あ
】
会
〈

一
九
九
八
年
に
長
銀
ば
債
務
超
過

ι陥
っ
て

十
い
司
る
と
北
ど
さ
れ
、
茂
有
化
さ
れ
た
り
こ
の
町
、

の
検
在
U
利
用
木
を
出
す
、
」
と
に
反
対
し
に
大
民
告
ケ
押
し
切
二
心
こ
と
で
、

枚
ん
は
部
は
高
揚
し
、
長
銀
に
続
い
て
い
偵
波
も
い
伝
務
認
泊
と
認
定
し
ょ
の

し
か
し
、

政
格
hu検
査
を
r

早川に、

山
帆
官
民
は
あ
く
ま
で

u
E
い
ど
Z
り
に
行
え
る
と
い
弓
わ
け
て
は
な
い

九

〉

ご

フ

」

い

は
J

2

コ
ニ
、
コ
f
1

4
7
f
，
人

i
i
L
一一

金
柑
絞
悶
の
資
枠
査
走
中
」
枚
七
す
る
の
が
壮
市
下
で
あ
り
、
ぷ
の
t
r
H示
、
行
政
と
し
て
の
対
応
が
必
山
雲
市
場
合
、

η
J

」の
2

丸
山
を
決
定
し
、

7
J泊
す
る
の
は
が
川
雷
同
で
あ
る
「

V

し
た
が
っ
て
、

λ
ロや
w且
mb
山口パ
d
L
P

公
的
資
金
心
注
一
人
－
E
行
わ
な
い

E
」
中
」
決
め
て
い
る
の
に
、
銀
行

？
っ
依
務
お
け
組
い
恥
っ
て
い
る
と
い
う
牧
古
川
一
ゎ
宮
市
を
一
小
〆
て
も
、
ー
れ
は
探
り
つ
ぶ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

v

ま
た
、
い
く
ら
宍
進
J

込
あ
士
り

期
待
υ

て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

さ
ず
、
引
に
ト
八
日
品
、
長
官
の
立
川
に
宍

EIη
し
か
ら
反

J

た
行
肋
を
と
っ
た
場
企
、
完
遂
さ
れ
る
な
と

人
事
面
て
の
報
伐
を
受
付
、
羽
人
刊
の
地
伏
に
／
）
乙
ま
る
と
ζ

が
危
う
く
な
る
か
も
し
れ
白
い
乙
は
京
え
J

れ
る
〉

組
織
と
は
な
く
大
半
和
、
長
官
個
人
；
h
J
人
主
時
刊
を
振
っ
し
い
る
ζ

考
え

y
J

れ
て
い
打
。
そ
の
た
め
、
厳
L
い
検
査
を
行
う
と
し
て
も
、
で

れ
は
大
口
士
山
、
ド
K
I
h
J
許
存
ず
る
範
也
市
ペ
ピ
、
と
／
工

的
に
は
ロ
ハ
一

η
地
位
心
品
全
と
い
う
斗
的
に
ふ
っ
て
、
で
け
行
動
が
将
ら
れ
る
心
ゲ
「
山
位
。

こ
U
こ
と
を
、
い
河
川
崎
で
知
ら
れ
た
判
忠
誠
検
査
守
の
治
、
合
の
足
跡
を
は
る
こ
と
で
、

レ
し
日
中
は
ず
で
に
へ
献
じ
て
主
た

l取人法学l日 （＇. 76; 76 [2iJCS.弓、



と
お
り
、
大
子
銀
J

勺
に
一
村
、
〕
て
，
駄
目
刊
な
長
一
併
を
行
ム
こ
と
で
、

。ハJ

ム
一
年
に
は
み
ず
ほ
な
一
お
円
相
公
に
、

ふ
一
り
つ
凶
咋
に
は
い
ド

言，

の
経
常
桜
台
に

、｛
O
fパ
ー
に
は
一
一
｝
〆
仕
友
の
白
川
台
円
グ
人
什
長
を
返
粁
に
追
い
込
ん
だ
検
査
官
で
あ
る
」

「
J
0
4凶
月
に
、
古
忠
一
一
日
文
一
銀
pfが
仲
人
扶
、
問
問
初
予
相
川
三
阿
口
、
｛
億
円
の
M
市
内
十
か
ら

h
O
O
億
円
の
い
地
結
赤
字
に
以
川
行
を

方
修
主

乙
の
時
、
東
川
て
ず
一
生
は
、
要
注
広
先
俊
幸
？
つ
ら
、
貸
出
先
作
業
の
j
U
川
畑
力
に

ι合
つ
り
に
金
利
を
と
’
れ
て
い
は
い
場

ム
ロ
は
、
全
刊
を
減
免
し
に
り
し
と
い
日
：
で
も
、
要
管
点
先
公
権
に
分
制
加
す
る
こ
と
に
し
、
そ
れ
に
加
え
て
担

U
4川
慌
の
厳
俗
化
も
実

絶
す
る
な
と
、

望
静
！
逝
先
債
権

Hm約
兆

ハ

C
C
C
億
円
1
＼

一
午
前
に
比
べ
て
兆
ム
一
心

資
山
内
査
定
十
一
荻
伸
明
化
し
心
人
。
こ
の
結
m市、

C
C
ぽ
川
円
心
地
加
と
は
っ
た
U

加

、－
' νノ

二

γ
司
ァ
ク
一
に
つ
い
て
、
め
る
東
京
一
友
銀
行
役
員
は
、

東
ゐ
ン
日
ツ
ク
1d
ん
か
じ

u
y
d
い
よ
、
け
け
巾
J

、ン
f

r

ク
に

よ
一
と
t
口
っ
た
と
い
う
っ
月
巾
’
パ
か
，
h
快
レ
立
で
山
首
、
リ
片
査
定
r
L
h
H
さ
一
定
徹
底
迫
及
し
、
日
仔
rバ
な
く
引
き
レ
i
て
不
足
を
指
摘
し
た

J

と
こ
で
店
中

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

か
ら
、
中
ー
士
一
義
白
ら
、

1

こ
の
際
だ
か
っ
匹
い

W
っ
て
処
刑
一
し
よ
久
と
、
白
七
的
に
資
産
公
定
を
υ仏
倍
化
し
た
の
が
字
、
析
だ
っ
た

と
い
ろ
の

十之
j

同
μ
川刻、

じ
出
ば
あ
さ
ひ
鋭
行
ピ
沖
し
て
色
、

ム
快
足
し

に
J
1
「
つ
っ
て
L
た
に
そ
の
た
め
、
あ
さ
ひ
は

月
に
、
期
初
予
想
ご

パ）〈
U
億

H
の
黒
｛
7

J

か
ら
七
八
億
円
の
亦
千
九
じ
い
皆
J

を
f
仁川将一
J

J
、
海
外
扱
沢
J
b
v
よ
け
む
j
ス
ト
ラ
交
の
覧
表
ピ

追
い
込
ま
れ
て
い

し
か

L
な
が

J

、
あ
さ
ひ
に
対
3

〆
で
は
、

uE
に
も
臨
時
が
一
口
川
口
、
れ
た
と
い
、
つ
。
ふJ

さ
む
に
口
γ

川
良
債
権
、
ョ
ぃ
抜
本
処
述
L
て
大
仰
布

日子
L
古川

2
9と
い
う
巡
択
肢
も
あ
ッ
た
n

と
、
丁
つ
が
金
版
庁
持
係
者
に
よ
る
こ
、
あ
さ
ひ
が
水
r

同
日
で
斗
尽
に
一
品
、
ノ
た
／
古
」
ろ
ー
一
一
に
限

吋
恥
何
は
小
幅
赤
字
に
と
ど
ま
っ
打
。
河
係
者
に
よ
る
、
と
、
司
斗
山
m

勺一～

資
広
告
定
心
徹
底

を
引
J

ど
し
ま
コ
に
」

と
い
う
り
そ
の
ゆ
人
め
、叶

I
時
以
、
決
算
に
ど
う
一
反
映
さ
せ
る
の
か
は
閉
山
知
し
に
く
な
い
様
p
j
？
」
っ
た

ぶ
り
は
ず
〆

J
変
わ
っ
と
L
J
7
レ
乙
た
し
J

、

一
、
）

ご
し
さ

i ヰ
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r日

一
」
の
あ
さ
ひ
と
市
十
が

E文
昨
刀、

!'fr 
有

7
4立
、
ご
J

、
亡
、

（

1
J
L
l
l
i
J
s
f
 

『
ほ
川
一
ダ
イ
ヤ
ユ
「
ノ
ド
』
目
、
あ
さ
ひ
力
十
人
幅
赤
字
に
な
れ
ば
、

る寝」乙古川恥いが
h

配
に
な
り

一
九
九
九
年
に
公
的
資
金
の
、
記
入
を
決
め
た
榔
岬
沖
合
間
担
当
大
豆
の
責
任
も
問
ゃ
れ
か
ね
な
か
っ
ナ
ー
の
じ

J、
円問

対

L
、
東
京
今
一
i
更
は
公
的
資
金
女
返
泣
泊
み
で
、
品
、
の
心
配
が
仕
か
っ
た
こ

い
る

1

）
か
も
依
l
M
4
が、

公
的
資
合
心
、
引
人

を
転
い
と

L
て
も
り
起

L
よ
う
と
し
に
い
丈
た
め
、
現
場
h
J
あ
Q
松
山
茂
の
ブ
レ
キ
を
刀
け
る
の
は
や
む
や

rι
な
か
っ
ー
こ
と
し
と
い

つ
ま
り
、
ヨ
黒
も
、
俳
話
全
中
町
ポ
一
1
」
火
山
心
、
で
は
、
ぷ
和
洋
路
線
i

台
所
一
日
泌
す
え
て
は
こ
の
必
情
き
一
k

銀
行
を
辺
h

詰
ぬ
る
こ
〉
〕
は

践
内
問
せ
さ
る
を
符
な
か
っ
た
の
で
あ
る

と
こ
う
が
、

怖
い
待
が
支
迭
さ
れ
、
竹
中
が
金
融
担
当
γ
八
位
に
な
旬
、

検
査
J
川
は
勢
い
つ
唱
と

一
一
コ
の
一
年
一
月
期
に
は
、

日
刊
星
川
伊

位
当
（
た
人
ず
ほ
を
は
じ
め
、
絞
り
大
手
打
に
J
0
4
h
F
秒
品
川
汁
一
衛
の
十
立
j

乞
］
叶
一
手
吠
た
い
そ
し
て
h
L
L
G
へ
の
公
的
資
金
、
守
人
に
よ
っ

て
、
従
比
川
な
検
査
乞
王
張
す
る
ー
竹
中
内
印
紙

L
v
b
b般
的
叶
寸
以
後
査
の
結
束
、

戸
比
約
九
何
人
↓
心
注
入
な
ど
何
ら
か
の
吋
必
刊

J

が
ほ
立
L
、

必
安
と
さ
れ
る
均
台
、
そ
れ
が
米
術
に
実
行
き
れ
る
こ
と
が
不
さ
れ
L

乙
ふ
り
γ
れめ、

」
れ
以
徒
、
殺
査
い
仁
川
王
立
干
で
金
柑
行
政
は
准
～
「
民

ー
る
こ
2
に
な
心

ま
ず
欣
査
口
川
，
は
、
問
題
行
と
戸
さ
れ
て
き
た
心
引
銀
行
乞
厳
絡
に
検
人
川
、
に
ん
c

そ
し

c
t
L持
対
が
資
単
超
過
と

亡
明
、
令
保
険

ゴ
勺
（
け

一、札口問不、川人）

を
と
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
い
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
務
起
尚
と
認
定
〆
て
第
一
号
情
霊

条
の
お
一
μ勺
ほ
か
笠

時
四
FR化
－
を
〉
一
る
戸
一
〆
」
を
土
張
仁
、

レ
F

検
査
ぃ
同
は

U
F
jに
汁
し
て
も
厳
格
↓
な
検
人
は
を
行
い
、
拾
い

九
千
同
十
等
で
、

一
芸
］
札
足
以
ト
ル
川
町
、
川
統
台
々
も
し
れ
る
ま
で
追
い
込
む
だ
の
で
あ
る
ハ
手
ら
に
検
ヘ
A
「
お
政
問
rd
で
は
、

μ
引
い
ヤ
や
伊
H

肢
が
応
路
1

）

↑
一
、
戸
一
一
、
J

3

、品、
j

t
、
v
l
h
｛
れ

J
d』
ふ
ハ
M
J
U
1
J
F
i

問
主
Tι
コ
パ
九
を
強
一
岐
に
主
張
L
、
ぷ
終
的
に
は
検
斉
い
同
の
安
求
小
込
勺
止
。

こ
の
令
寸
つ
に
検
査
対
は
、
竹
中
金
融
和
就
任
後
、
よ
れ

2

肱
川
市
収
日
受
勢
を
と
っ
て
銀
行
を
い
一
日

ρ
詰
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
強
破
路
線

を
と
る
竹
中
川
＼
検
査
は
の
銀
行
に
川
け
す
る
厳
格
一
ぱ
吠
脊
を
え
付
し
、
そ
む
川
和
巾
市
、
資
本
犯
人
や
成
綻
処
珂
が
必
要
な
場
合

ιは
、
そ

l取人法学l日 （＇. 78; 78 [2!JCS.弓、



ぅ、〕入
j

併
置
を
果
断
に
と
る
こ
と
乞
、
り
そ
ヨ
へ
の
公
的
資
会
の
什
人
に
よ
っ
て
ぶ
し
た
し
P
ら
で
あ
る

J

そ
れ
ゆ
え
、
も
と
よ
と
銀
行

に
対
し
て
般
的
判
↓
な
検
査
を
「
わ
う
こ
ζ

を
「
政
出
円
以
山
二
百
〆
て
い
た
検
査
応
の
ノ
L
キ
ャ

J
－
官
僚
た
ち
は
、
厳
格
な
枚
岩

JZ涯
の
て

j
G
L

、
ゲ
し
れ
は
大
足
の
支
持
を
受
け
て
お
り
、
川
口
つ
の
？
お
い
が
脅
か
さ
れ
る
こ
乙
は
な
い
乙
山
市
い
と
き
た
行
め
、

2

々
／
）
航
法
一
ハ
検
査
を
進

め
、
銀
行
会
追
い
1
？
め
て
い
く
、
｝
与
が
で
き
f

の
で
ふ
め
る
。

第
h
ヰ円十

一U（
ノ
ペ
ノ
ザ
｝

」
オ
；
1
t

以
？
に
、
本
梢
で
は

六
＼
ハ
ノ
一
宇
か
ら
（
U
C
川
7qに
か
け
亡
の
〈
す
融
／
什
孜
b
l

俊一
d
l
、
抑
：
〈
す
融
川
刊
一
ぷ
コ
ト
へ
い
ιの
叫
に
は
、
な
か
な

J
M
M

進
ま
は
か
っ
た
不
具
債
総
の
処
理
が
、
竹
中
心
金
制
担
当
た
医
就
任
N
M
孫、

2
速
に
進
ん
ど
の
は
な
dv
炉、

7
J
C
埋
出
セ
説
明
し
ょ

弓
と
し
て
き
た
c

本
杭
で
は
、
合
刑
打
政
L
W
H
保
す
る
段
目
7
ケ
タ
ー
が
、
出
口
ら
を
取
り
巻
く
制
皮
蕊
培
の
巾

cー
一
ら
む
地
付
心
保
全

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

を
円
恥
佼
古
川
行
耐
し
て
い
た
と
考
え
れ
ば
、
事
実
関
係
と
張
合
的
な
1
4
刊
明
が
と
き
る
二
と
な
不
L
f
v

加
州
主
主
下
、
ゆ
J

A
f
i
j
t
 

市
場
単
慌
王
義
を
凶
相
棒
、
し

ん
涼
む
＼
心
公
的
問
h
7
に
ん
叩
く
反
対
い
て
い
に
い
し
か
し

実
質
的
に
片
岡
税
制
組
過
に
悩
ゥ
、
ぃ

る
銀
行
で
一
山
コ
て
も
、
資
ハ
f
u

繰
一
三
ご
え
つ
け
ば
、
そ
の
一
一
と
乞
川
出
版
し
て
経
常
吹
継
い
ー
す
る
こ
と
が
可
院
で
あ
っ
た
に
人
f
u

組
市
場
で
は

メ
万
一
ズ
ム
が
機
能
、
二
ー
一
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

v

そ
」
で
竹
可
J

山川、
r恥
絡
な
牧
主
一
を
進
め
る

t
と
も
に
、
公
的
資
令

を、川仏人
L
て
羽
慌
の
経
営
障
を
辞
め
さ
せ
る
乙
い
う
行
し
を
か
け
る
こ
ノ
↓
で
、
大
手
銀
F
イ
h
d
y
十
、
知
松
崎
山
官
に
追
い
込
み
、
ズ
良
債
持
ぃ
rh

連
の
山
内
化
に

ι功
L
と
。
ー
も
っ
乙
7
G
竹
中
は
、
り
そ
記
や
足
利
を
除
け
ば
、
公
的
資
金
を
注
入
セ
ず
に
金
一
い
間
こ
人
一
ア
ム
示
以
下
、
解
伏

し
に
の
で
あ
h

料
果
的
に
は

体
吋
け
が
張
？
で
い
た
「
市
場
主
視
茶
i

に
追
い
解
決
策
が
こ
ら
れ
千
こ
も
一
叶
え
る

U

円
れ
と
も
、
政
引
が
資
本
、
出
入
を
注
じ
と
経
常
宣
作
山
中
二
白
及
す
る
と
い
う
約
し
を
刀
け
な
け
れ
ば
、
十
へ
手
銀
行
は
不
良
債
権
心
抜
本

処
理
に
動
く
、
ア
こ
は
は
か
二
心
と
考
え
ら
れ
る
ー
竹
山
中
、
ん
八
三
町
長
八
J

の
4
1
た
人
宵
打
ち
出
す
こ
と
で
、
大
手
銀
行
の
折
、
円
者
た
ち
は
初

（！メ人比主手、 SS 'J 781 7(1 (2C08. S] 



r日

め
て
、
不
良
債
権
を
宇
期
い
処
刑
町
い
な
け
れ
ば
凶
ら
の
般
的
w
が
危
う
く
な
る
ζ

い

H
つ
の
地
い
の
保
全
の
介
め

沢
良
債
権
の
い
版
本
処
述
ヘ
ζ

動
い
た
の
C
あ
る
。
「
仰
漂
料
品
市
」
で
は
、
銀
行
の
経
常
者
は
危
機
感
を
持
三
ず
、
f
h
n
A

佑
咋
ー
処
却
は
漸

J、
円問

進
的
に

L
か
な
さ
れ
な
か
っ
た
て
あ
ろ
う
。
後
に
祢
揮
は
、
「
私
は
合
的
検
問
中
一
佐
川
川
1
1

）一
1
F
U
r

－
十
一
而
が
あ
っ

い／一円デ勺
L

と
出
つ
ど
い

初
代
金
～
…
川
パ
ー
を
は
長
、
t
し
ブ
｛
、
心
経
験
か
ら
、
相
蹴
／
h
M
W
N
Z者
は
七
用
ゲ
、
き
な
い
と
わ
か
っ
て
い
丈

し
か
L
批
判
浮
は
、

は
ず
と
あ
る
n

廿
和
洋
は
、

1
1氏
j

比
九
凡
で
の
一
政
京
144i
与
し
て
の
地
併
を

F

寸
る
γ

め
、
公
約
貸
金
心
汁
人
を
初
め
一
川
、
ワ
タ
ゾ
l
視
し
て

いー一コ刊
J
A

ハ町、えに

銀
行
を
追
い
L
品
川
む
、
一
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
ー

ゐ
方
、
」

yl九
内
に
政
治
草
川
悦
m
士
対
た
な
L
竹
巾
ぽ
、

γ

八
位
の
池
枚
目
ゼ
守
る
た
め
に
、
大

T
銀
行
心
不
良
債
権
銭
高
乞
急
減
さ
せ
る
と

L、
つ

同
に
見
え
る
形
で
の
成
取
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
立
》
っ
た

F

し
か
L
、
竹
中
心
意
思
が
い
か
に
強
く
と
も
、

ヤ
以
策
に
山
同
寸
る

知
識
と
清
一
段
の
多
く
れ
七
独
山
ー
す
る
宮
怯
機
楕
心
白
山
に
ま
っ
た
く
一
決
す
る
形
で
、
ト
人

EmM政
策
を
！
リ
案
し
、

る
こ
と
は
、
そ
れ
は
と
に
や
す
い
こ
〉
で
は
な
い
わ
一
そ
こ
で
竹
中
は
、
自
僚
機
棋
に
代
わ
：
f

よ
常
持
乞
収
集
L
ヒ
り
政
策
『
斗
…
笠
T
H

協
力

し
た
り
ナ
る
列
祁
心
人
付
ー
ピ
工
d
Mす
る
こ
1
／
に
し
ー
に
「
ま
亡
、
こ
れ
ま
て
政
壌
が
〈
取
れ
仕
切
っ

1
き
た
監
賀
行
ア
は
対
町
一
的
に
、
銀
行

に日取、
J

い山
4
K
勢
で
に
こ
る
と
い
う
点
三
、
目
つ
に
近
い
政
波
志
向
主
持
っ
て
い
た
倹
九
百
日
同
主
は
方
に
コ
け
去
一

J
c
i
円
一
に
、
～
ー
な
融
行
政
主
活

結

F
る
そ
融
げ
に
お
い
て
は
、
組
織
内
で
の
人
守
管
制
片
ン
ス
子
ム

主
ゴ
コ
示
、

yら
れ
斗
ィ
、
ぃ
r
J
1

人
弔
～
の
政

F

一
恒
的
介
入
！
？
谷
易

と
あ
コ
た
f
め
、
大
田
の
1
ノ
ヲ
ダ
7

J

J

ッ
ヴ

や
づ
い
状
況
に
ゐ
コ
た
。

μ
じ
中
が
人
r…ι刊
行
政
を
大
き
く
転
換
さ
L
T

る
こ
と
に
成

功
L
ん
一
札
げ
崇
に
は
、
ヤ
一
の
も
D
h

つ
仕
法
日
hhv

あ
っ
と
の
ト
め
る
υ

し
た
刀
っ
と
、

大
白
が
政
治
的
り
l
ダ

シ

J

ブ
仕
八
古
田
押
し
て
官
僚
陵
情
を
山
町
る
に
は
、

現
住
、
多
く
の

仙
の
符
庁
に
お
い
と
も
、

官
僚
絞
併
が
事
実
上
独
［
門
し
て
い
る
告
僚
機
構
対
で
の
ヘ
手
権
を
、
ム
中
米
心
人
宇
y
肌
唱
者
と
あ
る
い
人
用
げ
の
子
に
取
れ
一
応
ム
0
2

こ
〆
｝
や
、

JH僚

バ

L

大
臣
、
こ
攻
策
志
向
JE
土
ハ
右
ず
る
，
4
↓
罪
集
託
、
も
し
ぐ
は
恒
人
を
売
は
し
て
、
彼
ら
む
壬
つ
三
ノ
ー
、
、
J
引
川
刑
し
た
り
、
古
一
］
前
宮
山
崎
清
乃
外

l取人法学l日 r:so；別［2iJCS.弓、
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お
か
、
コ
プ
レ
i
〆
ζ

な
る
人
NUJrRμ

日
し
た
り
「
る
こ
と
が
必
安
だ
と
号
、
戸
つ
れ
る

r

マ
一
う
す
る
こ
〉
で
、

J
H
佼
が
清
川
以
寸
一
川
M
Y倣
7

した

り
、
サ
ボ
タ
ー
シ
ー
を
行
〉
ん
｝
り
す
る
こ
と
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
ま
た
、
か
れ
に
そ
う
し
2
1

三
と
が
な
さ
れ
に
J

へ

そ

れ

に
対
抗
し
て
情
報
を
蝕
自
に
人

T
じ
た
り

dh僚
の
々

τ借
り
ず
に
政
比
一
を
止
来
し
た
り
ず
る
、
」
こ
が
可
誌
に
な
る
の

こ
の
令
寸
つ
に
け
中
は
、
へ
ー
ほ
行
政
を
十
て
き
く
恥
沿
い
さ
仕
に
買
事
へ
は
成
功
チ
／
収
め
り
に
。
け
れ
ど
も
、
本
稿
亡
一
ボ
L
に
よ
う
に
、

Jl 

)lノ

z
V
｝
突
比
九
変
更
し
て
叙
行
を
追
い
V
い
ん
だ
り
、
不
透
明
以
裁
量
的
一
］
段
」
／
一
と

J

た
り
rJ
る
仕
ベ
タ
て
の
子
法
に
刻
L
て
は
、
品
々
な
批
判

を
行
う
こ
と
伊
司
能
で
d

め
る
乙
し
か
も
、
、
一
心
竹
巾
の
千
渋
は
、
山
在
に
も
つ
な
か
】
会
内
洩
を
μ
f
み
小
出
し
と
い
る
c

問
え
ば
、

ノ
、
一

1
1
；
 

日

umず
N
C
結
呆
と
し
亡
、
銀
行
は
あ
ら
ど
め
て
一
令
融
け
に
送
ら
え
ば
つ
い
い
さ
、
れ
る
一
と
工
1

一
お
工
立
訟

ピ
ム
市
川
円
」

1
リ
L
J
コ
1
r
、／

」2
芳、バ／
F
r
i
l
v

↓、才一

ま
た
、
会
湖
ン
ス
テ
ム
小
安
u
p
問
一
泊
さ
れ
た
と
在
、
え
ら
れ
こ
い
る
攻
と
に
お
い
て
も
、
ム
エ
取
り
は
不
透
川
な
毅
泣
わ

一
山
川

政
J

ど
い
祝
日
打
て
い
る
と
し
と
、
金
融
問
係
長
の
不
汚
は
民
主
コ
て
い
る
と
も
い
う
へ
つ
ま
り
、
金
融
ン
ス
マ
ム
不
安
の
阿
川
辺
と
い
う
ね
切

ま
っ
「
／
と
い
う

小泉日梓「におげる全日射ri?12コ'2i（γ？：

的
ヒ
間
六
…
’
炉
、
り
す
れ
ば
、
竹
中
の
金
制
行
政
は
時
〈
詳
制
さ
れ
る
も
の
の
、

政
可
の
山
湯
川
UF↓λ
引
に
対
す
る
過
刺
広
介
入
、
沿
い
ι

不
買
一
明

ム
ぱ
裁
量
に
工
る
規
制
を
で
き
る
だ
け
な
く
し
て
、
ル
ー
ル
一
亙
J

仇
（
り
市
中
後
肢
祝
行
政
二
Jh
挨
す
る
と
い
う
長
期
的
な
観
点
か
ら
ナ
れ
ば
、

竹
J

の
P
P
M

山
肌
行
政
に
は
ト
ヘ
さ
な
副
作
日
が
あ
っ

いい一
γ七

一
。
り
ふ
紋
ル
川
｝
ご
し
一

vnノと、
政
信
的
基
拾
を
持
た
な
い
も
の
の
、

政
治
的
野
心
宇
一
持
つ
人
物
が
大
臣
に
政
沼
任
用
さ
れ
た
場
合
、
p
グ

の
た
伊
は
口
？
山
川
の
う
ち
に
1
V
来
合
2

め
げ
て
つ
／
了
て
、
あ
コ
ゆ
る
子
設
を
用
い
よ
う
三
ず
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
き
な
政
策
転
燃
や
改

章
が
必
吹
こ
さ
れ
る
場
合
に
は
1
1

ま
し
い
」
と
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
－
o
h
つ
な
人
r
i古
川
円
り
の
地
紋
の
保
ん
の
た
め
、
師
向
期
的
な
裁
日
一

か
ら
望
ま
し
い
政
策
を
判
断
し
た
り
、
短
院
内
で
表
現
可
山
凡
な
政
策
心
止
を
迫
ぶ
し
た
り
す
え
f
｝
乙
に
な
る
だ
ろ
う
n

さ
う
に

i
際＋玉、

山
引
の
～
め
に
は
、
前
人
的
は
裁
量
や
透
明
性
会
ー
欠
一
い
ー
に
手
段
を
駆
使
す
る
ご
、
と
も
校
わ
日
ど
に
あ
ろ
う
。
そ
の
料
果
、
長
期
的
広
報
円
、

か
ら
U
政
策
判
断
が
は
さ
れ
JrTに
は
っ
た
り
、
行
政
の
巾
山
一
生
や
透
唱
性
、

い
っ
心
も
の
が
粁
相
さ
れ
た
れ
す
る
こ
と
に
も

（！メ人比主手、 cs'1 8"1紅白C¥18.S] 



r日

ん
rGヵ
よ
あ
一
ム
ソ
内
ノ
よ
っ
て

」
の
「
て
つ
な
政
出
任
EU
に
加
除
い
て
は

つ
に
ん
刈
作
用
主
認
め
つ
つ
之
、
ュ
れ
で
）

WIt－
－
議
政
策
領
域
ピ

お
い
て
は
念
誌
な
政
2

山
川
転
投
や
改
本
が
必
裟
と

3
れ
る
の
か
J
〈
う
か
を
分
に
吟
味
し
引
け
れ
ば
な
り
な
勺

J、
円問

そ
こ
て
よ
小
結
が
対
象
乙
し
た
余
限
ノ
「
政
に
つ
い

あ
る
科
支
の
川
作
用
い
か
あJ

》
て
も
’
ぷ
速
な
付
、
従
転
問
状
が
必
裟

Y
3

れ
γ

J
た
政
策
領
域
で
あ

J

三
こ
併
す
る
の
が
泊
当
で
あ
ろ
～
寸

U

中i
M川

不
良
債
権
を
岐
本
的
に
処
珂
し
ご
金
臥
ン
ス
一
y
ム
不
安
を
解

川
ず
る
こ
と
は

日
本
経
済
に
こ
つ
と
比
九
日
貯
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